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13. Ventilatory response to carbon dioxide _and 
ventilatory drive in scoliosis 
0佐々木鐘(千大〉
本国良行〈同・ 2生理〉
持束性蹄機能毒害を有する，術前の特発性保管症患者
の呼吸の化学調節系について steadystate C02 respo・ 
nse testを行い，陪待に Po・1を誤IJ定した。親!l警症におけ
る炭駿ガス郭激に対する分時換気量は正常人と有意差は
なかった。換気パターンは，一回換気の増加ではなく，
呼吸数の増加が主な要素であり， また呼喪中枢よりの 
driveは正堂人よりも大きしこの再者によ予分時肺換
気量が正常に近づくように，化学調箆系が維持されてい
ると思われた。 
14. Bone Dynamicsよりみた脊誰操
一脊椎のバイオメカニクスに関する硬組織学的ア
プローチー
。栗原真(千大〉
後藤澄雄〈国立国詩台〉
霜礼次郎〈霜整形〉
円井芳窮(詔津市立〉 
Microradiography及び， T etracyclin，Calceinの 
Labelingによる硬組織詩核措記法を用い， 非直立動物
である犬じ直立動物である猿の脊接骨構築を観察し
た。幼若犬の椎弓は，脊推管の拡大に搾なう規則性ある
骨形成，吸i誌を認めるが，椎体は背{員!J(脊推管内〉に向
けた Driftを示す中に，発育期， 脊椎高位により， H菱
銀.Ilに向ける Driftの逆転を認めた。一方，猿の椎体は，
少なくとも絢腰誰で辻， 援{員H~こ向けた DrÎÍt を示'して
いた。 
15.斑ildscoIiosisの自紫経過について(第2報)
。篠遠彰，北東宏， i宥昌平
(千大〉
大塚嘉員，rj(国立千葉東〉
昨年;こ続き， 100以上の mildscoliosis 1OO症例を経
過観察した。悪化した症例 (22傍)の悪化要因について
検討し，経過観察方針の一考を提案した。悪生要冒とし
ては， ①袈)J望号室 150以上の shortcurve。 ② double 
cu主veあるいは R-thoracicや R-thoracolumbar の 
single curveo ③誰体の wedgingと rotationを共に
持つ。@iliac apophysisが Risser3以下。観察方針
としては，①@@③を持つ者は 3カ月に 1回。①舎を持
つ者や③を持つ者は 6カ月に工回の観察が遥当である。 
16.脊柱樹響症におけるX譲上の成熟度と椎体発青層
の組織橡
中村哲雄(千大)
北原宏(同・理療〉
{見，1]警症においては，脊椎の骨成長の経了とほぼ時をi言
じくして倒替の進行が得止すると考えられている。 X線
上の骨成熟度と椎鉢発育層の組織像との関保につき検討
を加えた詰果， 主ingapophysisの骨化は高位によりば
らつきが多く，むしろ iliacepiphysisの骨化の進行が
権体発育麗の組織橡の所見とほぼ平行していた。 
17.マイクロビームX緯による，骨塩量の灘定
(第2報) 主にイメージン夕、，灘定方法の改泉に
ついて
。梅田透，有水昇(千大・放射議科〉
桂弁?告，内山暁(同・放射線部〉
田中仁，秋庭弘道(罰・放技校)
(昌的)1.我々の測定方法の，特徴，有効d性につい
て。 2.?Il!J定笹の精度について。 3.測定値の再三号性に
ついて。 4.寵床応用について，検討した。(結果)①
当方法は，マイクロビームX隷と，コンピュータを組合
せた，全く新しい，灘定方法であ!J，各種画橡表示に持
設を有している。窃韓度〈分解能〉としては，比重にて 
0.05のリン酸カヲウムが，識別可能であ!J，誤IJ定植の再
現性は， 3%以内であった。 
18.骨代龍主主患の膏形態計測による検討

とくに骨軟化症について

後藤澄誰，海保幸雄， JI瀬幹雄
〈国立冨庶台〉
栗原真(千大〉
木村結(国立佐倉〉
霜礼次郎〈霜整形外科〉
腰菊症状および歩行時彊部痛を主訴としで来院し，臨
床検査成績で、アルカヲフォスファターぜの充進，車清無
機リンの抵下，正常車清カノレシウム値を示した症関に対
し，左藤骨生検を施行，非脱灰研磨標本をf乍製し，オス
テオイド染色とマイクロラジオグラフィーにより骨軟化
症と診断した。
この症例に対し， 1-α・(OH)2D3を2年半投与し，症
状および臨床検査成農の好転をみたが，最近，第2回の
右腸骨生検を行い，骨組織の改善を，とくに骨計態計測
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語より検討した。 
19.腰背部痛を主誌とした誰間板石灰化の 1例
。汐見徹，林道夫，山根友二郎
阿部売援 〈帝京大)
腰普部請を主訴とした50歳女性の T7j8，Tll/12の椎開
板に石灰化を認めた。 T7j8は0.5cm大で有痛性， Tll/12 
は2cm大で、無痛性で、寵沫検査等で、は異常詰なかった。
小児に多く感染症様症状を伴って発症し一過性で好発部
{立は頚推髄核でまbる。成人では椎間板石灰化を来たす疾
患は各種分類されているが今まで記ほとんど報告例はな
く我々の症倒はどの分類にもあてはまらない。また掬権
・腰推の髄核・隷維韓に見られ消退はないとされてい
る。 
20. 麗誰牽引勃果の作用機~について
。金田庸一，山下武広，野平勲一
議辺啓二郎 (千葉市立〉
北京宏〈千大・理療〉
腰椎牽引は喪痛症の治療として行なわれているが存用
機序は不明な点が多い。そこで種々の解明を試みた。
<単純レ線の検討>震痛症群，健康者群共に牽引力の増
大と共に前警度減少，椎間前方部開大，後方部狭少の{雲
南を示す。く脊髄造影橡>牽引時のクモ膜下睦の脊椎管
に対する占拠率の変色は第 4・5s要椎関で著明で 1例で
は脱出権問援の還納を認めた。く深部還の変化>牽引開
始と共に背蔀深部温の上昇を大多数認め，これは皐流動
態、の変色のためと思われる。 
2L Spina Bi韮daに倖なう足変形の治疲経験 
0上原朗(袷ケ滞センター療育園〉
石田三郎，柳生湯久(桜ケ丘育成富) 
Spina Bi五daは， 本邦では腰伯椎部に 60.6%と一番
多くみられ，整形外科的に最も医難な開題は足部の変形
である。われわれは，今司肢体不自由児施設で入霞加療
した6症例11足〈右5足，左6足)の治療経験の中かち
薄創形成1症例の経過につき詳しく述べ，治療上，3特に 
が来やすいことや，足部変形の早さなどに充分、注意を払
いつつ， 一端矯正して得られた plantigradeな foot
を維持するためには，適努な矯正靴のオーダーとチェッ
クが必要なことを強調した。 
22. POLGON (Polarized Light Goniometer)のE草
床的応用
。大茜正豪，大井利夫，佐久)1輝章
北畠忠昭，小林彰(上都賀総合) 
Polarized Light Goniometer，ポノレゴンは， (1)歩
行時の股関節，膝関節，足関箆の角夏状態を各詩点にて
数量的記表現する。 (2)それぞれの歩行周期における支
持筋による，動的状態の下設の安定性を表現でき，さら
に各時点の関節の相互関係を知り得る。 (3)歩行時のい
かなる時点で異常であるかを，容易に知り得るという特
長があり，臨床的に極めて有用である。今@l，我々辻，
実剖を示し， 諸床的にいかに応用していくかを報告し
た。 
23. Metrizamideを用いた ScoIiosisにおける脊髄
造影所見
議辺啓二郎，山下武広〈千葉市立)
井上駿一，宮坂斉(千大)
大塚嘉郎(匡立千葉東脊撞脊髄センター)
われわれの教室では，脊髄造影に Metrizamideを用
いた症例は全58併で為孔その内訳は特発性慎j響症 24
例，先天性根!l警症14例， Neurofibromatosis 7倒，その
也13例である。各代表部につき，脊髄の走行，圧迫の状
態を CT橡を含めて， その特徴像を示した。 また特発
性{員!l警症については，思春期型18関につき，その胸誰お
よび諦腰撞カーブの脊髄造影所見，および神経学的所見
との連関などにつき報告した。 
24. Morquio's diseaseに伴う脊註変形iこ対する手様
治護について 
O~生揚久，石田三部
(千葉県桜が丘育成圏)
上原朝〈袖が浦センター療育菌)
井上駿一，宮坂斉(千大) 
Mucopolysaccharidosisの中でも最も普遍的といわれ
る Morquio's diseaseに伴う脊柱変形の 2例について
矯正手術を施行した。いずれも 9議の男子で生後比較的
早期から経過観察をされた症例である。神経学的に辻異
常は無かったが，脊柱変形の進行を認め， いずれ他の 
skeletal dysplasias関様に後年の disabilityを惹超す
るおそれから，矯正，固定， instrumentationの手術的
治療は意義のあるものと考える。
